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当面の行事予定

平成 年14
6/1 30～ 土砂災害防止月間

6/1 7～ がけ崩れ防災週間

6/3 2 21（月） 第 回 世紀の土砂災害対策を考える懇談会（砂防会館）

6/6（木） 土砂災害防止推進の集い（全国大会）（岐阜県岐阜市）

6/17（月）砂防関係災害対策講習会（関東・甲地区）

（砂防会館別館利根会議室）

6/21（金）日韓砂防講演会 （砂防会館別館 利根会議室）

6/21 2002（金） 日韓職能文化交流会（日比谷公会堂）

6/24（月）砂防関係災害対策講習会（北海道・東北地区）（宮城県仙台市）

ご質問，ご意見、ご感想、記事の詳細内容等，お問合せ先

社団法人 全国治水砂防協会
担当 宮内，小林 阿部，畑川，藤川,

住所 〒 東京都千代田区平河町 砂防会館内102-0093 2-7-5
電話 ：03-3261-8386 FAX 03-3261-5449 E-mail kyokai@sabo.or.jp

砂防に関する最新情報は砂防協会ホームページをご覧下さい

http://www.sabo.or.jp/







あなたの住まいは安全？危険？
～土砂災害危険箇所周知に関わるアンケート結果～

①家の近くに土石流危険　
　渓流があることについて

知っている
４９％

知らない４９％

②家の近くで土石流危険　
　渓流を表示した看板等に
　ついて

見たことが
ある２７％

見たことも
聞いたこと
もない５３％

見たことは
ないが聞い
たことがあ
る１９％

③市町村地域防災計画書
　への土石流危険渓流名　
　の掲載状況について

掲載されてい
ることを知って
いる１９％

掲載されてい
ることを知らな
い７９％

④土砂災害危険箇所
　マップについて

知っている２３％

知らない７５％

⑤居住地区の指定避難場
　所について

⑥安全な避難路について ⑦土石流に対する心構え　
　や、土石流が発生する予
　兆現象について

⑧どのようなときに避
　難をするかについて

知っている
４５％

知らない５３％

知っている
４１％

知らない５５％

知っている
３０％

知らない６８％

役場や消防
署から避難
するよう指
示されたと
き３２％

河川の増水、地す
べり、がけ崩れ等を
実際に見て危険と
感じたとき２６％

近所の人が避難を
始めたとき１５％

雨が強くなってきて危
険と感じたとき１４％

気象台から警報・注意
報が出されたとき８％

親戚や知人に避難を
勧められたとき４％

資料：「自然災害の危機管理」ぎょうせい　Ｐ１６０

　－平成９年１１月建設省砂防部調べ　土石流危険渓流に住む住民を対象
　　　（配布７，６９９世帯、回答４，３７８世帯、回答率５６．９％）

図－１

ＳＡＢＯ　ＮＥＷＳ　ＬＥＴＴＥＲ　４頁ＳＡＢＯ　ＮＥＷＳ　ＬＥＴＴＥＲ　４頁ＳＡＢＯ　ＮＥＷＳ　ＬＥＴＴＥＲ　４頁ＳＡＢＯ　ＮＥＷＳ　ＬＥＴＴＥＲ　４頁



土砂災害の発生件数とエルニーニョ現象の関係土砂災害の発生件数とエルニーニョ現象の関係土砂災害の発生件数とエルニーニョ現象の関係土砂災害の発生件数とエルニーニョ現象の関係

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

昭
和
５
０
年

昭
和
５
５
年

昭
和
６
０
年

平
成
２
年

平
成
７
年

平
成
１
２
年

災
害
発
生
件
数

土石流

地すべり

がけ崩れ

梅
雨
前
線
豪
雨

（
針
原
川
災
害
）

梅
雨
前
線
豪
雨
（
九
州
南
部
）

台
風
１
９
号
他
（
伊
豆
下
田
災
害
）

台
風
１
１
号
（
鹿
児
島
垂
水
災
害
）

梅
雨
前
線
豪
雨
（
長
崎
災
害
）

台
風
１
７
号

（
小
豆
島
災
害
）

（斜体字年斜体字年斜体字年斜体字年はエルニーニョ現象発生年）

昭
和

５
１
年

昭
和

５
１
年

昭
和

５
１
年

昭
和

５
１
年

昭
和

５
７
年

昭
和

５
７
年

昭
和

５
７
年

昭
和

５
７
年

平
成

元
年

平
成

元
年

平
成

元
年

平
成

元
年

平
成

３
年

平
成

３
年

平
成

３
年

平
成

３
年

平
成

５
年

平
成

５
年

平
成

５
年

平
成

５
年

平
成

９
年

平
成

９
年

平
成

９
年

平
成

９
年

資料　　土砂災害発生件数：「土砂災害の実態」より
　　　　　エルニーニョ現象発生年：気象庁ホームページより
http://www.kishou.go.jp/know/whitep/3-2-1.html

エルニーニョ現象発生年の平均災害発生件数　　　　　：　　　　１，２４３件
エルニーニョ現象発生年以外の平均災害発生件数　　：　　　　　　７１８件

（件）

エルニーニョ現象エルニーニョ現象エルニーニョ現象エルニーニョ現象：南米沿岸から日付変更線付近にかけての太平洋赤道域において、
　　　　　　　　　　　　数年おきに海面水温が平年より１～５℃高くなり、半年～１年半程
　　　　　　　　　　　　度続く現象
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急傾斜地崩壊危険箇所

地すべり危険箇所

土石流危険渓流

温泉数（箇所）

『温泉100選』と土砂災害等危険箇所

資料：砂防部とりまとめ

温泉１００選：観光経済新聞社が利用者アンケート結果から選定
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みんなで防ごう！ 土砂災害
～ 土砂災害防止月間(６月１日～３０日)の実施について～

平成１４年度「土砂災害防止月間」は、土砂災害から人命、

財産を保全するため、住民と行政が常に情報を共有し、役割

を分担するシステムを構築し、行政側の「知らせる努力」と

住民側の「知る努力」とが相乗的に働くよう、以下の項目に

取り組みます。

・土砂災害防止推進の集い（全国大会）の実施

・土砂災害防止法の普及の推進

・情報の共有化の推進

・土砂災害防止のための講習会・講演会・見学会の開催

・災害弱者関連施設への土砂災害防止のための取り組み強化

・広報活動の推進

１．目 的

「土砂災害防止月間 （６月１日～３０日）は、昭和５７年の長崎」

県豪 雨災害を契機として、昭和５８年に創設され、土砂災害防止に

関する国民の理解と関心を深めるため、防災知識の普及、警戒・避難

体制の整備等に関する各種運動を実施することにより、土砂災害によ

る人命、財産の保全に資することを目的としています。

２．実施主体

国土交通省及び都道府県

３．期 間

平成１４年６月１日（金）～３０日（土）

（６月１日（金）～７日（木）の一週間は「がけ崩れ防災週間 ）」

４．運動のテーマ

「みんなで防ごう土砂災害」

５．土砂災害防止推進の集い（全国大会）の開催

土砂災害防止推進の集い（全国大会）を６月６日（木）に岐阜県岐

阜市、現地見学会を６月７日（金）に多治見市、白鳥町、根尾村等に

おいて実施します。
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平成１４年度（第２０回）
土砂災害防止推進の集い（全国大会）開催迫る！

■開催目的

昭和57年長崎の集中豪雨災害をきっかけに、行政と住民が一体となって土砂災

害防止に努める必要をアピールすることを目的として、６月を土砂災害防止月間

と位置付け、翌年の昭和58年に長崎で第一回大会が開かれました。それから20回

目となる大会が、平成14年6月、岐阜県で開催されます。

土砂災害に対しては、人命保護を中心に「知らせる努力・知る努力」を基本と

して 「危険区域図の作成・配布 「監視システム整備事業」など、警戒避難体、 」

制を確立するための施策が行われてきました。また、平成13年４月には「土砂災

害防止法」が施行され、ハード対策を補完し、土砂災害防止にこれから多大な効

果を発揮することが期待されています。

岐阜県は 「飛山濃水」と呼ばれる変化に富んだ地形、自然環境を有している、

一方で、土砂災害を受けやすい地帯ともなっており、平成11年、12年には大雨に

より甚大な被害を出した経験を持っています。

土砂災害に対する警戒避難にとって「情報」が重要であることは言うまでもあ

りません。岐阜県は戦略的に情報基盤整備を推進しており、土砂災害防止に対し

てもＩＴの有効性に期待をかけて臨んでいます。そこで、第20回の節目となる土

大会では、情報技術を活かした土砂災害防止のあり方について、さまざまな立場

の参加者が具体的事例をもとに意見を交換し合い、土砂災害で人命を失わない社

会の実現を目指します。

■開催テーマ

知らせる努力・知る努力 －土砂災害とＩＴ防災－

■開催日時

平成１４年６月６日 木 13:30～16:30 土砂災害防止推進の集い 全国大会（ ） 「 （ ）」

1)式典 2)そのほか

６月７日（金）現地研修会（時間はコースにより異なる）

■会場

土砂災害防止推進の集い：岐阜市・長良川国際会議場メインホール さらさ～ら「 」

現地研修会 ：コース Ａ）山切谷 Ｂ）根尾谷断層 Ｃ）中峰谷

■対象

一般住民、防災担当者、砂防工事従事者、砂防ボランティア等

■主催等

主催 国土交通省、岐阜県

■その他

土砂災害防止推進の集い（全国大会）に併せて、下記の行事を実施。

①砂防ボランティア全国のつどい

②「砂防関係工事安全施行管理技術研究発表会」並びに

「砂防関係工事現場代理人の会」総会
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「２１世紀の土砂災害対策を考える懇談会」について

１．懇談会開催の背景及び趣旨

我が国は、豊かな自然に恵まれている一方で、急峻な地形、脆弱な地質、台風

や集中豪雨等に見舞われやすい厳しい自然条件におかれ、台風等による豪雨、地

震、火山噴火等により、土石流、がけ崩れ等の土砂災害が起きやすい環境にあり

ます。

近年では平成11年広島の土砂災害、平成12年の有珠山や三宅島での火山噴火災

害等大規模なものをはじめ、年平均1,000件もの土砂災害が日本各地で発生して

います。

一方、近年の土砂災害の危険箇所の増大等に対応するため、土砂災害の恐れの

ある区域についての危険の周知、住宅の新規立地の抑制などソフト対策を講じる

ことを目的とした、土砂災害防止法（土砂災害防止対策の推進に関する法律）が

平成13年４月に施行されているところです。

このような諸情勢を踏まえ、国土交通省河川局では、将来の社会経済情勢、ラ

イフスタイルの変化等に的確に対応し、２１世紀の安全で美しい国土づくりに向

けて、土砂災害対策全般にわたり、今後の基本的政策の立案等に資するため、

「２１世紀の土砂災害対策を考える懇談会」を開催し、ご提言等をいただくこと

といたしました。

２．懇談会の概要について

懇談会では、学識経験者、一般有識者等１４名から構成され（別紙のとおり 、）

技術的・専門的な視点に加え、社会経済、環境、文化・歴史、まちづくりなど様

々な分野から、また、生活者、女性等の視点から、土砂災 害対策のあり方や進

め方等についてご意見等を幅広く聴取し、ご提言等をいただく予定です。

なお、土砂災害対策全般にわたり、総合的に今後の施策についてご議論いただ

く懇談会の開催は、今回が初めてのことです。

（次項へ続く）
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３．第１回懇談会について

第１回懇談会は下記のとおり開催しました。

日時：平成14年4月３０日（火） 14:00～16:00

場所：国土交通省４Ｆ特別会議室

議題

（１）懇談会の運営等について

（２）日本を取り巻く社会経済情勢と土砂災害の現状と課題

①日本国土と社会経済情勢の現状と将来

②土砂災害の現状と課題

主な議事概要

国土交通省砂防部のホームページをご覧下さい。

２１世紀土砂災害対策を考える懇談会

委員名簿

（五十音順、敬称略）

青木 奈緒 作家
あ お き な お

石井 和子 アナウンサー、気象予報士
い し い か ず こ

石川 幹子 慶応義塾大学環境情報学部教授
いしかわ み き こ

伊藤 和明 防災情報機構ＮＰＯ法人会長
い と う かずあき

大町 辰朗 ＮＰＯ法人島原普賢会理事長
おおまち たつろう

久保 美紀 明治学院大学社会学部助教授
く ぼ み き

小橋 澄治 京都大学名誉教授
こ ば し す み じ

斉藤 俊 一 ＮＴＴ ｼｽﾃﾑｸﾞﾙｰﾌﾟ西日本電子自治体 担当部長
さいとう しゅんいち

三本木健治 明海大学不動産学部教授
さ ん ぼ ん ぎ け ん じ

中村 浩之 東京農工大学大学院農学研究科教授
なかむら ひろゆき

松村みち子 タウンクリエイター代表
まつむら こ

水山 高久 京都大学大学院農学研究科教授
みずやま たかひさ

山口 昇士 箱根町長
やまぐち の ぶ お

山脇 晴子 日本経済新聞社企画委員
やまわき せ い こ



砂防部保全課

　全国の直轄及び補助砂防事業を実施している区域で、水辺に親しむ利用等を目的とし

て設置された砂防設備及び水辺に親しむ利用等が日常的に見られる砂防設備（親水護

岸、遊砂地、高水敷、低水護岸、砂防堰堤、床固工、帯工、導流堤等）について安全利用

点検をゴールデンウイークまでに実施した。

　図－1に安全利用点検結果を示す。直轄砂防事業については、182施設中92施設、補

助事業ついては７８９施設中１０３施設において何らかの問題があった。主な内容として

は、転落防止柵、立入防止柵の不備や、注意喚起看板の不備等であった。

　今回の調査では比較的高い比率で問題がある箇所が確認されたが、今後とも利用者

への注意喚起を行いつつ、安全性の確保を図るため定期的に点検を行う予定である。
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砂防設備の安全利用点検の実施について
－点検結果について－
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28
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19

　　転落防止柵･立入防止柵の不備　　　　　　　　　　　　　　　　　　階段の損傷
　　注意喚起看板の不備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   河床洗掘・飛石の損傷等
　　護岸の損傷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 その他
　　管理用通路・高水敷等の不備

　　　　　（補助）
点検施設総数　　　　　 ：789施設
問題箇所のあった施設：103施設

　　　　　　（直轄）
点検施設総数　　　　　 ：182施設
問題箇所のあった施設：92施設

図-1  平成14年　砂防施設安全利用点検結果

※問題のあった内容については、重複回答あり



国土交通省砂防部保全課
現在

   平成14年は  全国 23都道府県で 74件（土石流 5件、  地すべり38件、がけ崩れ 31件）

の土砂災害が発生している。

   被害状況のうち人的被害については発生していない。

     （参考１） H14土砂災害と過去5ヶ年発生件数との比較

    （参考２） 最近3年間の月別土砂災害発生件数

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 10月 11月 12月 年計
平成12年 22 5 15 49 23 71 92 41 181 52 53 4 608
平成13年 9 5 71 14 5 116 48 37 137 51 10 6 509

平成14年 9 6 21 18 20 0 0 0 0 0 0 0 74

※平成13年については 7/16 迄の発生件数である。

※今後ニュースレター発行に際し、災害関係の情報をお知らせします。
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平成１４年における土砂災害の概要

平成14年5月20日

最近３年間の月別土砂災害発生件数
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平成14年5月24日現在

平成14年　災害関連緊急砂防対策事業　採択箇所

発 生 災　害　発　生　箇　所 災　害　発　生　渓　流
月 日 都道府県 郡・市 町・村 字 級 水系名 幹川名 渓流名

1 3 19 兵庫県 宝塚市 切畑 長尾山 山火事災害

平成14年　災害関連緊急地すべり対策事業　採択箇所

所在地

月 日 県名 郡市 町村 大字 箇所名 読み

1 3 11 山形県 南陽市 金山 板宮 いたみや

2 3 12 山形県 西村山郡 朝日町 大谷 仲丸 なかまる

3 3 19 秋田県 北秋田郡 森吉町 小又 下前田 しもまえだ

4 4 9 新潟県 新井市 長沢 中栗 なかぐり

5 4 9 富山県 上新川郡 大沢野 寺津 横平 よこひら

6 4 15 新潟県 東頚城郡 浦川原村 谷 細入 ほそいり

7 4 18 長野県 北安積郡 小谷村 城 城 じょう

8 4 18 新潟県 北魚沼郡 入広瀬村 芋鞘新田 芋鞘新田いもざやしんでん

平成14年　災害関連緊急急傾斜地崩壊対策事業　採択箇所

月 日

1 3 22 山形県 西田川郡 温海町 山ノ下

2 3 27 山形県 最上郡 真室川町 新町

3 5 3 長崎県 長崎市 江川(3)

平成14年　災害関連緊急雪崩対策事業　採択箇所

月 日

1 3 12 長野県 南安曇郡 安曇町 白骨

区･町･村 箇　　所 備考

いもざやしんでん

No.

NO
発生月日

備考

読み
備考

たに

じょう

No

発生月日 都道府
県

市･郡

No

発生月日 都道府
県

市･郡
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災害関連緊急対策事業の採択状況　（単位：百万円）
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災害関連緊急事業 続々竣工！

Ⅰ． 山形県 泉郷災害関連緊急地すべり対策事業（東根市）
○ 災害発生 平成 年 月 日12 4 23

崩壊幅； 、奥行き；200m 500m
河川埋塞、護岸倒壊、市道冠水

○ 事業概要 事業費 百万円2,520
集水井、横ボーリング、押え盛土 など
関連事業 河川災害 事業費 百万円128

護岸工、帯工
● 竣工式 平成 年 月 日（木）14 3 21

・主な出席者
近岡理一郎 衆議院議員
国土交通省 亀江 保全課長 ほか
山形県 坂之井 土木部長（山形県知事代理） ほか
東根市 土田 市長

青柳 議長 ほか
地元の皆さん

太田区長、今野区長、柴田所長、太田団長、岡田組合長、
奥山会長、太田館長、今野会長 ほか
事業に御協力くださった地権者のみなさん
お手伝いの主婦のみなさん

☆ トピックス
「泉郷地すべり解析検討委員会」を設置
夜間の避難訓練を実施（ 月 日：地元自主防災会主体）6 7
参加者数 名110

Ⅱ． 東京都 神津島災害関連緊急砂防関係事業（大島支庁）
○ 災害発生 平成 年 月 日、 日などの群発地震（最大震度 弱）12 7 1 9 6

平成 年 月 日 日台風 号に伴う豪雨12 7 7 8 3
死者 名、人家全壊１戸、土砂災害報告３４箇所1

○ 事業概要 災害関連緊急砂防事業 箇所6
災害関連緊急地すべり事業 箇所2
災害関連緊急急傾斜地崩壊対策事業 箇所3
災害関連緊急急傾斜地崩壊対策特別事業 箇所1
災害関連緊急砂防関係事業採択額 合計 約５７億円

● 竣工式 平成１４年５月１６日（木）
・主な出席者

国土交通省 原 保全調整官
東京都 青山 副知事 ほか

川島 都議会議員
神津島 清水村長 ほか

石野田 村議会議長
山下 前村長

社団法人 全国治水砂防協会
大久保 理事長

地元のみなさん
阿満 署長 ほか
太鼓の演技を披露してくださったみなさん
くす玉開披を行ってくれた小学生のみなさん

☆ トピックス
「伊豆諸島土砂災害対策検討委員会（斜面分科会 」設置）



平成１４年における山林火災災害平成１４年における山林火災災害平成１４年における山林火災災害平成１４年における山林火災災害

★

平成平成平成平成14年発生年発生年発生年発生

　山林火災分布図　山林火災分布図　山林火災分布図　山林火災分布図

　Ｈ１４．４．８　現在　Ｈ１４．４．８　現在　Ｈ１４．４．８　現在　Ｈ１４．４．８　現在
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★

★

★
★

★
★

★
★

★
★

★

★

岐阜県岐阜市芥見及び各務原市須衛町

4/5　13:25発生　510ha焼失

長野県松本市浅間温泉地先
3/21　10:00発生　176ha焼失

茨城県久慈郡水府村上高倉地先
3/12　15:47発生　110ha焼失

兵庫県宝塚市切畑町長尾山地先
3/19　11:00発生　32ha焼失

岡山県総社市久米地先
4/2  12:30発生　80ha焼失

山口県大島郡東和町馬ヶ原地先
3/18  14:15発生　45ha焼失

　平成１４年の山林火災については、３月の中旬か
ら４月の初旬にかけて全国で発生しており、１４箇
所、１，２７５．４ｈａの焼失となっている。また、焼失
面積１００ｈａ以上の火災が４件あり大規模な火災
となるケースが目立つようになっている。

兵庫県宝塚市切畑町長尾山地先
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（社）全国治水砂防協会 第 回通常総会開催される65

当協会の第６５回通常総会が５月２２日午前１１時より、砂防会館別館内シェーンバ

ッハ・サボー「利根」会議室において開催されました。

当日は天候も良く、会員多数の出席のもと、来賓として佐藤静雄国土交通副大臣をは

じめ多くの衆・参の国会議員、また国土交通省関係者など多くの方々のご臨席をいただ

き、盛大に開会する事ができました。

はじめに綿貫会長が主催者の挨拶を行い議長席につき、佐藤静雄国土交通副大臣の祝

辞をいただいた後、議事案件の審議に入りました。

事務局提案の予算・決算関連審議の 案件はすべて原案通り全会一致で承認されまし4

た。

またその後、協会の功労者表彰も行なわれ、滞りなく総会を終了できました。

会員の皆様方をはじめ，関係各位に感謝申し上げます。

ご臨席国会議員 ※ご出席順

（衆）衆議院議員 （参）参議院議員

綿貫 民輔（衆） 佐藤 静雄（衆） 小渕 優子（衆） 中山 利生（衆）

岩井 國臣（参） 脇 雅史（参） 田村 公平（参） 伊達 忠一（参）

村岡 兼造（衆） 世耕 弘成（参） 佐田玄一郎（衆） 泉 信也（参）

景山俊太郎（参） 山下 英利（参） 岩城 光英（参） 熊谷 市雄（衆）

小野 清子（参） 太田 豊秋（参） 阿部 正俊（参） 御法川英文（衆）

石破 茂（衆） 森田 一（衆） 大村 秀章（衆） 西川 京子（衆）

高市 早苗（衆） 森山 裕（参） 松宮 勲（衆） 野上浩太郎（参）

稲葉 大和（衆） 森本 晃司（参） 岸 宏一（参） 石田 真敏（衆）

桜井 新（参） 古屋 圭司（衆） 棚橋 泰文（衆） 浅野 勝人（衆）

岩永 峯一（衆） 横内 正明（衆） 竹山 裕（参） 狩野 安（参）

左藤 章（衆） 白保 台一（衆） 岩屋 毅（衆） 真鍋 賢二（参）

太田 誠一（衆） 山本 有二（衆） 吉田六左エ門（衆）松下 忠洋（衆）

なお詳細は当協会機関誌｢砂防と治水１４６号( 月号)｣に掲載いたします。6


